
取扱説明書

●このたびはキャラバンテントをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます

●本製品を安全に正しく使用していただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり本書に掲げる使用方法に従い

　末永くご愛用くださいますようお願い申し上げます。

●お読みになった後はいつでも取り出し読めるよう大切に保管ください。

●本品を安全にお使いいただくために、この「安全上のご注意」をよくお読みの上正しくお使い下さい。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。
●なお、誤った取扱方法や使用状況、また改造等による破損･損害･事故、および経年劣化等による各部の劣化・損傷・サビや腐食の発生に
　つきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。

この指示を無視して「誤った取扱をすると、人が死亡または 本品のﾌﾚｰﾑには、右図のような警告ラベルが貼り付けられています。

重傷を負う可能性が想定される内容」を示しています。 警告ラベルの貼り付け箇所を確認し要項を守ってご使用ください。

この指示を無視して「誤った取扱をすると、人が傷害を負う可能性、 また、万一警告ラベルがはがれてしまった場合は、ラベルをご購入

および物的損害が発生する可能性が想定される内容」を示してます。 いただき再度貼り付けてください。

①大雨、強風、突風、雪、雷などの天候不順時、または設営期間中にそれが予想される場合には危険ですので使用しないでください。
　  テント本体が倒れたり、飛ばされたり水が溜まる等の恐れがある上、人が傷害を負ったり、物が破損する原因となります。また降雪時には雪が積もり倒壊する恐れがありますので

　 使用しないでください。

②使い勝手を良くするため、天幕には軽量で薄手の生地を使用してます。
　  そのため、過度の負担がかかる環境での設置や使用方法によりﾃﾝﾄの寿命を著しく縮める場合がございますのでご了承ください。

①本品を常設用として使用しないください。
　  本品は一時的かつ簡易的に使用することを目的とした構造となっているため、常設用として使用した場合、思わぬ事故につながる可能性があります。また、簡易目的とした構造の

　　ため完全な雨除けとしてご利用いただけません。縫製部分より水が入る可能性がありますのでご了承ください。

②本品を改造したり加工したりしないでください。
　  改造・加工による本体の倒壊や、人が傷害を負ったり、物を破損させる恐れがあります。

①設営時にはﾃﾝﾄが水平になるよう設置し、必ず「ﾛｰﾌﾟ」と「ペグ」、又は、別売りの｢砂袋｣「ベースプレート」等でテント支柱を固定し張綱をしっかり取付け
    てください。　 また、固定した後も、突風による本体の倒壊や、人が傷害を負ったり、物を破損させる恐れがあります。

②本品に電源や火気類を近づけないでください。
  　フレームには金属を使用しており、感電の危険があります。天幕素材には、難燃性のポリエステルを使用しておりますが、破損や火災発生の原因となります。

③本品を使用の際には、無人で放置しないでください。
　  思わぬ事故につながる恐れがあります。

④設営前に、設営場所が本取扱説明書の使用条件を満たしていることを確認してください。
⑤ご使用の前に本取扱説明書をご理解していただいた上、必ず一度組立テストを行ってください。
　  その際、付属品の不足、不良等が発見された場合は、お求めになった販売店へお申し付けください。また本テントの使用、保管はお客様にて管理してください。当社では一切責任を

　  負いかねますので予めご了承ください。

⑥設営・収納作業時には、トラス部分（ジャバラ状の骨組み）スライド部分、ストッパー部分に手や指をはさむむ恐れがあります。
　  作業時は軍手等を着用し、ケガや事故のないよう十分注意をしながら作業を行ってください。

⑦設営・収納作業は安全のため、必ず大人二人以上で行ってください。
　  また、フレームを設営・撤収する際は負荷が掛かりますので、無理せずゆっくり行ってください。強引にフレームを開閉しますと変形や破損の恐れがあります。

①本品には、絶対登ったりぶら下がったりしないでください。
　  物を吊るしたり等、過度の負担を掛けるような行為はしないでください。倒壊や破損につながり非常に危険です。

②本品は、鉄・アルミパイプを使用しているため、足元に落としたり、手や指等をはさむと大変危険です。
　  取扱には十分ご注意ください。

③テントはたるみがなく｢ピン｣と張った状態で使用し、天幕に水が溜まらないよう十分注意をしてください。
　  天幕に水が溜まりますと、天幕の寿命を縮める他、フレームが曲がったり、倒壊の危険があります。

警告ラベルについて表示の説明

必ずお守りください 

環 境 

用 途 

取扱上の注意 

取扱上の注意 

要 保 管 



 

  天幕・フレーム組み立て方

①四隅のフレームを持ち少し浮かしながら 
  左右に広げます。 

②Ⅴ型になっているトラスバー下側を持 
   上げながら外側に引張ります。 
   

③フレームを半分広げます。 

④天幕をフレームに被せます。 
   天幕とフレームの四隅にあるマジック 
  テープを合わせます。 
   

⑤②と同じようにトラスバーの下側を持上 
   げながら外側に引張ります。 

⑦フレームを一杯まで広げます。 

⑭ハイ！設営完了です。 

⑥そのまま広げます 

⑧四隅の天幕を少しめくり上げます。 
  ※天幕コーナー部のマジックをフレーム 
  柱のマジックに両面ともきちんと貼りつけて  
  ください。 
 
  

⑨各脚のスライダーをストッパーの部分 
   まで押上げます。 
   『パチン』と音がするまで押上げてください。 

⑩天幕を戻し、ベースを足て軽く踏みなが 
   ら伸ばしお好みの高さに合わせます。 
 

 
 

⑪反対側の脚も同じように伸ばします。 ⑫六本脚の場合最後に真中の脚を伸ばし 
   ます。 
 (撤去の場合には真中の脚から縮めます。） 

⑬天幕に付いていますマジックテープを 
   フレームのトラスバーに図のように 
   つけて下さい。 
   

※天幕のたるみ等が 

   発生しましたら 

   ピークポールの 

  下に付いている 

   ダイヤルを回し 

   天幕の張りを 

●キャラバンテト設営完了時点で下記の事柄を確認し、異常がありましたら補修・修理、または使用を中止してください。 
□天幕破れ、フレームの変形、ボルトの弛等の異常箇所             □天幕とフレームのマジックテープは張付
き具合 
□天幕は雨水が溜まらないようピンと張れているか                 □フレームの各ストッパーがきちんと止まっ



１．風対策用品（ベースプレート・砂袋等）を外し、杭を抜いてください。
２．高さ調節用プルリングストッパーを引きテントの脚をゆっくり一番下まで下げてください。
    六本脚の場合は中柱を一番初めに下げてください。
３．天幕に結んだロープをほどき、天幕内側のゴムフックを外してください。
４．天幕四隅のマジックテープで固定されている部分をめくり、ストッパーリングを引き、ロックを解除してください。
    この時にしっかりとフレームをおさえていませんと、指をはさむ恐れがありますのでご注意ください。
５．天幕を取外し、フレームを浮かせながら手や指をはさまないように最後までゆっくりと縮めてください。
６．フレームをキャリーバック、天幕を天幕袋に収納し付属品の数を確認した上で収納してください。

●収納時は、天幕やフレームの汚れを落とし、よく乾かしたうえで収納してください。天幕の汚れがひどくなると美観を
   損なう他、耐久性・耐候性が悪くなります。定期的に中性洗剤で汚れを落とし水洗いを行ってください。（シンナーや
   アルコール類は素材や生地を傷めるので絶対に使用しないでください。)天幕は取外して収納しますと磨耗する機会が
   少なくなり長持ち致します。
●塗装部にはがれやサビを発見した場合は、早期に塗装、補修をしてください。
●各部ボルト、ネジ等の弛みが無いか定期的にチェックを行い、弛みがあった場合にはドライバーで締付けてください。
●生地製品は経年劣化してきますので天幕は定期的に防水スプレーや目止液、傷・穴開きにはシーラー剤等を使用して
   補修を行ってください。

●本製品は直射日光を避け、雨などがあたらないような風通しの良い湿気の少ない場所に保管してください。

(単位：ｃｍ）

ｽﾁｰﾙF ｱﾙﾐF ｽﾃﾝﾚｽF 天幕 ｽﾁｰﾙF 天幕

1818 180 180 22.1 19.0 1.7
1827 180 270 26.9 23.8 2.3
1836 180 360 41.7 36.9 3.0
2424 240 240 26.5 22.0 23.6 2.6
2436 240 360 33.2 27.8 29.8 3.5
2448 240 480 47.6 39.9 42.7 4.6
2754 270 540 44.0 5.8
3030 300 300 32.7 25.7 29.1 3.6 19.5 2.4
3045 300 450 40.4 33.6 35.9 4.9 24.5 3.4
3060 300 600 58.3 47.0 51.6 6.4 35.8 4.6

（※仕様・価格変更及び商品のﾃﾞｻﾞｲﾝ変更・廃盤・天幕カラー変更については、予告無しにおこなわれる場合があります）

240×360

DXｼﾘｰｽﾞ柱38mm角ﾀｲﾌﾟ重量(kg) MGｼﾘｰｽﾞ柱28mm角

180×180

180×360
180×270

240×240

240×480
270×540
300×300
300×450
300×600

260×296
260×296
260×296
260×296
260×296
260×296
306×341
306×341

【ｽﾃﾝﾚｽ素地】

306×341

26×26×130
26×35×130
26×47×130
26×26×130
26×35×130
26×47×130

鏡面加工処理

DX-C：ｽﾁｰﾙ製

26×47×158
26×26×158
26×35×158
26×47×158

306×341

DX-A：ｱﾙﾐ製

【ﾌﾚｰﾑ素地】

DX-S：ｽﾃﾝﾚｽ製 MG：ｽﾁｰﾙ製

【ﾌﾚｰﾑ素地】

ｽﾁｰﾙ角ﾊﾟｲﾌﾟｽﾃﾝﾚｽ角ﾊﾟｲﾌﾟ

【ﾌﾚｰﾑ連結ジョイント】　　　　ナイロンPA66+FRP化合物

ｽﾁｰﾙ角ﾊﾟｲﾌﾟ

白系ﾊﾝﾏｰﾄﾝ焼付塗装処理

ｱﾙﾐ角ﾊﾟｲﾌﾟ

ｱﾙﾏｲﾄｺｰﾃｨﾝｸﾞ処理 白系ﾊﾝﾏｰﾄﾝ焼付塗装処理

（W/T250＊2)W/R.W/P.P/U.F/R.U/V　Coating　Finished

【天幕素材＆横幕素材】

天幕：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ500D：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ250D　　MG天幕：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ250D

※防水・防炎・UVｶｯﾄ剤塗布処理（耐水圧1000mm)　　防水加工（AATOO35方式）/防炎加工（CPA184方式）UVカット加工（IPDI方式）　

日本防炎協会合格：防炎認定番号F-18100　　

Polyester　Filament　Textured　Yarn　Woven　Favric　Oxford　500D

【ﾌﾚｰﾑ素地】

□天幕は雨水が溜まらないようピンと張れているか                 □フレームの各ストッパーがきちんと止まっ

●天幕の四隅にあるプラスチックの止め具にしっかりとロープを結ん 
でください。 

●杭をテントの対角線上にしっかりと根元まで打込みます。 
（杭とロープが直角になるよう杭を打込んでください。） 
風対策用品としてベースプレート・砂袋・ウォーターウエイトがあります 
 

型式 ﾃﾝﾄｻｲｽﾞ 奥行 間口 全高 収納寸法 
  【梱包内容】 

ﾌﾚｰﾑ本体：1台 

天幕：1枚 

ﾍﾟｸﾞ：4本又は6本 

ﾛｰﾌﾟ：4本 

本体収納ｶﾊﾞｰ：1枚 

天幕収納袋：1枚 

ﾍﾟｸﾞ・ﾛｰﾌﾟ収納袋：1枚 


